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７
月　

日
の
夕
暮
れ
時
、
ふ
れ
あ
い

１９

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
に
参

加
し
た　

チ
ー
ム
が
、
ゴ
ー
ル
を
目

１１６

指
し
元
気
よ
く
ス
タ
ー
ト
し
て
行
き

ま
し
た＜

市
役
所
前
広
場
に
て＞

利用しやすい学童

保育の拡充のため

補助金の増額等を

　
　
　
　
　
  　
　

佐
竹　

百
里

　

問　

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め

に
は
、
意
識
啓
発
と
同
時
に
女
性
が
各
分

野
に
進
出
で
き
る
た
め
の
環
境
整
備
が
何

よ
り
急
が
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
仕
事
と
子

育
て
の
両
立
支
援
と
し
て
学
童
保
育
の
抜

本
的
な
拡
充
が
重
要
で
あ
る
。
現
在
、
小

学
校
入
学
後
は
、
保
育
園
に
通
っ
て
い
た

子
ど
も
達
の
約
六
三
％
し
か
学
童
保
育
を

利
用
し
て
い
な
い
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、

費
用
面
、
施
設
面
、
定
員
数
又
は
指
導
者

等
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
学
童
保

育
が
利
用
し
づ
ら
い
現
状
は
、
男
女
共
同

参
画
の
妨
げ
に
な
り
、
少
子
化
問
題
を
悪

化
さ
せ
る
要
因
に
も
な
る
。
そ
こ
で
、
学

童
保
育
に
関
す
る
特
定
財
源
の
確
保
や
補

助
金
の
増
額
等
を
行
う
考
え
は
。

　

答　

近
年
、
核
家
族
化
と
女
性
の
社
会

進
出
に
よ
り
、
留
守
家
庭
児
童
の
増
加
現

象
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会

現
象
に
対
し
、
市
で
は
、
児
童
の
健
全
育

成
施
策
の
一
つ
で
あ
る
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

特
に
学
童
保
育
に
つ
い
て
は
、
特
定
財
源

の
確
保
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
調
整
を

進
め
て
い
る
。
し
か
し
、
今
後
も
基
本
的

に
は
、
民
設
民
営
の
自
主
共
同
保
育
所
と

し
て
の
設
立
趣
旨
を
踏
ま
え
、
各
保
育
所

の
自
主
性
に
ゆ
だ
ね
て
い
き
た
い
。
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら

学
童
保
育
対
策
事
業
補
助
金
制
度
を
創
設

し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
、
今
後
も
従
来

ど
お
り
の
方
針
で
支
援
し
て
い
く
。

資
源
化
ご
み
収
集
へ
の
市
民

の
積
極
的
な
参
加
の
た
め
に

　

問　

昭
和
五
十
八
年
か
ら
始
め
た
資
源

化
ご
み
の
分
別
収
集
は
、
収
集
日
に
衛
生

指
導
員
が
輪
番
制
で
立
ち
、
そ
の
謝
礼
金

が
自
治
会
に
支
払
わ
れ
、
そ
の
上
資
源
収

集
に
対
し
て
奨
励
金
も
出
て
い
る
。
こ
の

こ
と
で
、
き
め
細
や
か
な
指
導
が
で
き
中

神
奈
川
ネ
ッ
ト　
 
渡
部　

市
代

間
コ
ス
ト
削
減
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
は
理
解

で
き
る
が
、
分
別
収
集
も
二
十
年
を
経
過

し
、日
常
化
さ
れ
成
熟
化
も
進
ん
で
い
る
。

近
年
の
高
齢
化
や
女
性
の
社
会
参
加
の
増

加
に
伴
う
朝
当
番
の
負
担
、
ま
た
自
治
会

の
加
入
率
の
低
迷
、
さ
ら
に
地
方
財
政
緊

縮
下
で
の
税
金
の
使
い
道
を
考
え
る
時
、

立
ち
当
番
を
慣
例
化
せ
ず
に
、
中
期
的
に

謝
礼
金
の
必
要
性
も
再
考
す
べ
き
で
は
。

　

答　

現
在
、
ご
み
減
量
化
の
施
策
と
し

て
、
五
〇
％
削
減
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
徹
底
し
た
分
別
収
集
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
ご
み
の
搬
出
に
関
し
て
は
申
し

合
わ
せ
事
項
が
守
ら
れ
ず
、
ル
ー
ル
違
反

が
後
を
絶
た
な
い
状
況
か
ら
、
衛
生
指
導

員
の
役
割
に
対
す
る
期
待
は
大
き
く
、
当

面
現
行
制
度
を
維
持
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
現
在
、
資
源
化
に
約

一
億
五
千
万
円
も
の
経
費
が
か
か
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
理
解
と
協
力
を
得

て
経
費
節
減
の
た
め
、
早
い
時
期
に
制
度

が
廃
止
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

（
他
に
「
電
動
生
ゴ
ミ
処
理
機
や
コ
ン
ポ

ス
ト
な
ど
へ
の
補
助
金
及
び
補
助
率
に
つ

い
て
」
「
子
ど
も
た
ち
を
含
め
た
市
民
へ

の
環
境
教
育
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

十
万
人
都
市
を
目
指
し
魅
力

あ
る
街
と
な
る
そ
の
時
期
は

　
　
　
　
　
　
　

清
水　

勝
利

　

問　

新
時
代
あ
や
せ
プ
ラ
ン　

は
、

２１

市
の
中
心
、
市
の
顔
を
つ
く
り
、
企
業
や

住
民
を
増
や
す
計
画
で
あ
る
。
こ
の
基
礎

条
件
に
、
人
口
は
、
あ
と
七
年
で
九
万
二

千
人
、
平
成
三
十
二
年
に
は
十
万
人
と
あ

る
。
し
か
し
、
平
成
五
年
か
ら
の
十
年
間

に
お
け
る
人
口
の
増
加
は
、
わ
ず
か
千
四

百
十
六
人
で
あ
り
、
近
隣
市
と
比
較
し
て

も
少
な
い
状
態
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省
の

発
表
に
よ
る
と
、
あ
と
三
年
で
日
本
の
人

口
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後
は
減
少
し

て
い
く
と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
シ
ナ
リ
オ

と
し
て
、
魅
力
あ
る
街
と
な
っ
て
、
人
々

が
集
ま
っ
て
く
る
の
は
具
体
的
に
い
つ
か
。

　

答　

新
時
代
あ
や
せ
プ
ラ
ン　

の
策

２１

定
に
向
け
、
出
生
、
死
亡
、
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
計
画
に
よ
る
人
口
増
等
を
予
測
し
、

将
来
人
口
を
推
計
し
た
。
平
成
三
十
二
年

に
概
ね
十
万
人
を
想
定
し
、
自
然
と
文
化

の
薫
る
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
の
都
市
像
に
向

け
、
活
気
あ
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
。
バ

ブ
ル
の
崩
壊
や
出
生
率
の
低
下
に
よ
り
現

在
の
人
口
は
若
干
下
回
っ
て
い
る
が
、
セ

ン
タ
ー
区
の
中
核
を
な
す
複
合
商
業
施
設

の
建
設
着
手
や
、
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
図
る
城
山
公
園
や
（
仮
称
）
中
央
緑
道

等
の
整
備
を
進
め
、
人
々
が
集
い
ふ
れ
あ

う
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

（
他
に
「
新
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」

「
東
名
綾
瀬
イ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
」
「
城

山
公
園
湿
生
園
に
つ
い
て
」
「
市
の
催
し

物
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

市
民
生
活
に
か
か
わ
り
の
深

い
窓
口
業
務
の
土
日
開
庁
を

公
明
党　
　
  　
　

矢
部
と
よ
子

　

問　

本
市
の
中
心
核
づ
く
り
も
進
展
し
、

人
口
も
微
増
で
は
あ
る
が
毎
月
増
加
し
て

い
る
。
転
入
な
ど
の
際
は
市
役
所
で
の
手

続
き
が
必
要
だ
が
、
核
家
族
化
や
女
性
の

社
会
進
出
に
よ
り
、
市
民
は
、
平
日
に
休

暇
を
取
ら
な
け
れ
ば
来
庁
で
き
な
い
。
住

民
票
や
印
鑑
証
明
書
等
は
電
話
予
約
や
郵

送
で
の
利
用
も
可
能
だ
が
、
土
曜
・
日
曜

を
返
上
し
て
働
い
て
い
る
民
間
な
ど
で
は
、

急
き
ょ
、
住
民
票
等
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
に
不
便
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、
市
民
の

利
便
性
を
考
慮
し
、
市
民
生
活
に
か
か
わ

り
の
深
い
窓
口
業
務
を
土
曜
・
日
曜
に
開

庁
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
少
な
く
と
も

年
度
末
だ
け
で
も
開
庁
し
な
い
か
。

　

答　

現
在
、
本
庁
、
北
部
連
絡
所
及
び

南
部
連
絡
所
の
三
カ
所
で
電
話
で
の
事
前

予
約
に
よ
る
住
民
票
、
印
鑑
証
明
書
の
交

付
を
土
曜
・
日
曜
に
行
っ
て
い
る
。
市
民

生
活
に
か
か
わ
り
の
深
い
窓
口
業
務
を
土

曜
・
日
曜
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
戸
籍

や
年
金
な
ど
関
係
機
関
に
連
絡
確
認
を
行

わ
な
い
と
で
き
な
い
業
務
と
、
職
員
と
機

械
が
稼
動
し
て
い
れ
ば
で
き
る
業
務
を
精

査
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
職
員
の
勤

務
体
制
や
費
用
対
効
果
な
ど
も
十
分
に
検

討
す
る
必
要
も
あ
り
、
今
後
、
先
進
市
の

状
況
な
ど
を
参
考
に
し
て
調
査
研
究
を
進

め
る
と
と
も
に
、
電
話
で
の
事
前
予
約
に

よ
る
交
付
業
務
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

（
他
に
「
地
域
に
融
け
込
む
学
校
施
設
に

つ
い
て
」
を
質
問
）

未
利
用
の
県
営
住
宅
用
地
に

地
域
活
動
施
設
等
の
建
設
を

　

問　

今
や
地
域
社
会
の
枠
組
み
は
、
地

域
共
同
体
か
ら
個
人
へ
と
変
化
し
、
従
来

の
地
域
社
会
の
あ
り
方
か
ら
か
け
離
れ
つ

つ
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
現
在
、
私
た
ち

の
抱
え
て
い
る
少
子
高
齢
化
問
題
な
ど
の

一
因
と
し
て
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と

思
う
。
こ
れ
か
ら
は
、
地
域
社
会
の
再

生
・
形
成
・
保
護
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ

に
は
行
政
の
積
極
的
な
支
援
と
地
域
活
動

の
拠
点
と
な
る
施
設
を
市
内
に
バ
ラ
ン
ス

よ
く
配
置
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
つ

い
て
は
、
現
状
に
お
い
て
施
設
の
不
足
や

不
便
を
感
じ
て
い
る
小
園
や
深
谷
大
上
地

区
に
は
、
未
利
用
の
県
営
住
宅
用
地
が
あ

る
が
、
こ
れ
を
活
用
し
て
高
齢
者
施
設
や

育
児
支
援
施
設
等
を
建
設
で
き
な
い
か
。

新
政
会　
　
　
  　

綱
嶋　

洋
一

　

答　

小
園
の
県
営
住
宅
予
定
地
に
つ
い

て
は
、
昨
今
の
厳
し
い
県
財
政
状
況
か
ら

建
設
の
目
途
が
た
た
な
い
中
、
地
元
か
ら

も
市
が
借
用
し
緑
地
と
し
て
開
放
で
き
な

い
か
と
い
う
要
望
が
あ
り
県
と
協
議
し
て

い
る
。
県
は
、
あ
く
ま
で
有
償
で
あ
る
な

ど
条
件
等
が
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
引

き
続
き
よ
り
よ
い
方
向
で
努
力
し
て
い
く
。

深
谷
大
上
の
県
営
住
宅
跡
地
に
つ
い
て
は
、

一
部
を
無
償
で
借
用
し
柳
川
広
場
と
し
て

活
用
し
て
い
る
が
、
地
元
の
意
向
を
踏
ま

え
残
り
の
借
用
も
で
き
な
い
か
働
き
か
け

て
い
く
。
な
お
、
県
か
ら
の
借
用
条
件
は
、

空
地
の
ま
ま
で
利
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
市
や
地
域
で
施
設
等
を
建
設
す
る

こ
と
は
現
実
的
に
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

□

□

□

□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □

詳
し
い
内
容
は
「「
会会
議議
録録
」」
で

　

市
議
会
報
あ
や
せ
で
は
、
定
例
会

や
臨
時
会
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

　

市
議
会
で
は
、
本
会
議
の
発
言
内

容
を
記
録
し
た
「
会
議
録
」
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
会
議
録
は
議
会
事
務

局
の
ほ
か
、
市
立
図
書
館
、
市
役
所

内
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
に
備
え
て
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
内
容
を
知
り

た
い
方
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
五
月
臨
時
会
及
び
六
月
定

例
会
の
会
議
録
は
、
九
月
上
旬
に
で

き
る
予
定
で
す
。


